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１．容量を超過する交通流入による渋滞

２．交通阻害事象による渋滞

３．対策の方向性 （まとめ）
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東山・清水周辺の渋滞要因の整理

○清水周辺の渋滞要因は、容量を超過する交通流入によるものと、交通阻害事象の発生によるものに分けられる。
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■容量を超過する交通流入による渋滞
渋滞要因①：信号捌け容量を超過する交通流入
• 東山五条交差点の捌け容量を上回る交通量が流入

五条坂下りに渋滞発生

■交通阻害事象による渋滞
• 渋滞要因②：観光バスの離合困難

狭窄部において観光バス同士の離合困難が発生

五条坂上りに渋滞発生

• 渋滞要因③：歩行者による交通阻害
清水坂における歩行者と自動車の混交
清水道交差点の横断歩行者による右左折車両阻害

清水坂に渋滞発生

バス離合困難
速度低下

信号捌け容量を超
過する交通の流入

©OpenStreetMap contributors
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１．容量を超過する
交通流入による渋滞
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信号捌け容量を超過する交通流入による渋滞

○東山五条交差点は交通量に見合った現示配分がされているが各路線で渋滞発生。現示調整のみによる渋滞解消は困難。
○五条坂の車種構成はタクシーが最大。うろつき車両を含む観光目的の一般車、阻害事象を生む観光バスも多い。
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■東山五条交差点周辺の速度状況 ■東山五条交差点の方向別交通量と信号スプリット配分

平均速度

20~40
40~

10~20
5~10
~5

単位:km/h
東山五条

五条坂(1車線)
99台

東大路
(4車線)
1470台

国道１号
(5車線)
715台

路線別交通量
※R6.11.16 15時台計

東山五条交差点
に流入する各路
線で速度低下

■五条坂（下り方向）の車種別交通量

府内自家用車
9%

(107台)

府外自家用車
23%
(261台)

レンタカー
4%
(45台)

業務
(貨物等)
6%
(74台)

公共(タクシー)
40%
(464台)

公共
(その他バス)

17%
(192台)

交通量が最大空き駐車場を見つけら
れなければうろつき

交通阻害の要因

（出典）NP調査結果 [五条坂流出]
期間：R6.11.23（昼間12時間計）

R6年11月下旬休日* 昼間12時間平均旅行速度
(出典) ETC2.0プローブデータ

©OpenStreetMap contributors

五条坂 16%
(99台/車線)

東大路
60%

(368台/車線)

国道１号
23%

(143台/車線)

信号スプリット配分
※R6.11.23 15時時点

全赤時間16秒を除く

車線当たり路線別交通量
※R6.11.16 15時台計

五条坂 13%
(18秒)

東大路
60%

(80秒)

国道１号
27%

(36秒)

交通量に
見合った
現示配分

*：R6.11.23(土),24(日), 30(土),12.1(日)
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信号捌け容量を超過する交通流入による渋滞

○五条坂下りは、路上を走行する車両の数に比例して所要時間が増加。
〇東山五条交差点の信号捌け容量を超過する交通が流入し、待ち行列が発生することによる渋滞であると考えられる。
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■五条坂下り 信号交差点ボトルネック渋滞のメカニズム

観光ピーク期、過大な交通が清水エリアに流入

■五条坂下り路上台数と所要時間

■五条坂下り時間帯別の路上台数と所要時間

五条坂上の車両数
と所要時間が比例

五条坂下りの交通量が東山五条交差点の
信号捌け容量を超過

五条坂下りに車両が滞留し渋滞発生
時間帯

平
均
所
要
時
間

(分
)

平
均
路
上
台
数

(台
)

平均所要時間
平均路上台数

(出典) 
所要時間：ETC2.0プローブデータ
平均路上台数：NP調査結果
期間：R6.11.21~12.8

＜路上台数の算出方法＞
五条坂駐車場前→五条坂流出の2断面を通
過した車両について、当該時刻に区間上
に存在した車両台数の時間帯平均

時間帯別 平均路上台数(台)

時
間
帯
別

 所
要
時
間

(分
)

*：R6.11.23(土),24(日), 30(土),12.1(日)

R6年11月下旬休日*平均

清水観光駐車場

東山五条

信号待ち滞留が伸長

信号交差点
ボトルネック

©OpenStreetMap contributors
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一般車のうろつきによる容量の圧迫

○清水エリアは観光ピーク期に観光目的の一般車両が多く流入し、エリア内の時間貸し駐車場の容量を圧迫。
〇空き駐車場を見つけることができずエリアを流出するうろつき車両が発生し、路上の混雑を助長してしまっている。

■東山エリア内の存在車両台数

(出典) NP調査結果

・エリア内車両台数：
東山エリアへの流入と流出が両方観測できた
車両を集計対象として計算

・うろつき車両：
五条坂・清水坂エリアに流入後、駐車できず
に流出した車両。次項以降に詳述。
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観光目的の一般車
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■東山エリアへ流入台数とうろつき車両

0 4 8 12 16 20 24
時間帯

0 4 8 12 16 20 24
時間帯

観光ピーク休日
R6.11.23(土祝）

通常期平日
R6.12.17(火）

うろつき以外

387台

うろつき以外

727台

うろつき車両

82台

うろつき車両

288台

府外自家用車・レンタカー
一日を通して多い

うろつき増

府外自家用車・レンタカー
（うろつき以外）

うろつき車両

©OpenStreetMap contributors

清水エリア

エリアに流入出する断面
NP解析カメラ位置

東山五条
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一般車のうろつきによる容量の圧迫
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○うろつき車両は観光ピーク期の週末、特に渋滞が激しい午後時間帯に増加。
〇道路容量が限られる中、非効率な交通によって渋滞を助長してしまっている。
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*：7~21時台計 五条坂・清水坂エリアへの流入台数 (出典) NP調査結果

観光ピーク週末
うろつき車両増

11/23(土祝） ﾗｲﾄｱｯﾌﾟ
目的?

最混雑
時間帯

■うろつき車両数の日推移 ■うろつき車両数の時間帯推移（観光ピーク期）

■うろつき車両による混雑が助長されるメカニズム

©OpenStreetMap contributors

清水道

うろつき

東山五条

観光ピーク期に観光目的
の一般車の流入増加

非効率な交通により
道路容量を圧迫
渋滞を助長

空き駐車場を見つけら
れずうろつき車両発生
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（参考） うろつき車両の定義

■うろつき車両の定義
• 「東山エリアに流入後、駐車できずに流出した車両」

※対象車種：「府外自家用車・レンタカー」

• 流入車両の滞在時間は2つの郡を持つ分布
A. 当該時刻のエリア通過車両の最大所要時間*よりも

長く滞在した車両
駐車できた車両

B．それより短い時間しか滞在しなかった車両
駐車できず通過した車両=うろつき車両

と考えられる。

• 夜間帯のうろつき車両は渋滞へ影響していないと考えられる
ことから、7～21時台の流入車両を対象に分析実施

東山エリアの個車別滞在時間

エリア内に
滞在した車両

エリアを通過した車両
=うろつき車両

エリア通過車両の最大所要時間*
：五条坂流入→五条坂駐車場前→清水坂流出
五条坂流入→五条坂駐車場前→五条坂駐車場前→五条坂流出
の2経路の所要時間より計算

東山五条

清水道

五条坂・清水坂エリア

R6.11.23(土祝）

個
車
別
滞
在
時
間

(時
)

流入時刻

(出典) NP調査結果



１.３ 観光バス完全予約制による流入抑制

○清水坂観光駐車場における観光バス完全予約制の実施より、五条坂に流入する観光バス交通量を7%抑制。
〇一時乗降利用を禁止したことで再入場車両を半減できており、空車のバスによる不必要な容量圧迫を避けれている。
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■バス完全予約制導入前後の流入交通量の変化
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バス完全予約実施中
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62
354
94

127
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209
1551

観光バス

-1%

R6.10.5(土)
バス完全予約実施前

R5.11.25(土)
バス完全予約実施中

R5.10.14(土)
バス完全予約実施前

7-
17
時
計
交
通
量

(台
)

7-
17
時
計
交
通
量

(台
)

R5年度 R6年度

■一時乗降禁止による再入場車両の増減

R6.11.23(土)
予約なし一時乗降禁止

R5.11.25(土)
予約なし一時乗降あり

7-
17
時
計
バ
ス
交
通
量

(台
) 五条坂を空車で往復
した車両を半減

府内自家用車 府外自家用車 業務(貨物等) 公共(タクシー) 公共(その他バス)レンタカー

駐車場に再入場した観光バス
一度だけ入場した観光バス

■R6年秋 観光バス完全予約制の概要

• 期間：R6.10.10～12.10
• 時間：8～18時
• 予約枠：2時間
• 予約なし一時乗降禁止
• 予約枠に遅れた場合、
一時乗降を認める

(出典) NP調査結果 [五条坂駐車場前]

清水観光
駐車場

NP解析カメラ位置

©OpenStreetMap contributors
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１.４ 交通量の最も多いタクシーの流入実態

○清水エリアに流入する交通の4割はタクシー車両が占めており、容量を圧迫する要因の一つとなっている。
○五条坂上でUターンしている車両や、細街路を抜け道利用している車両が、交通に影響を与えているものと推察される。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

■清水地区におけるタクシーの流動パターン

■五条坂 清水タクシーのりば付近におけるUターン

R6.11.23(土)R5.11.25(土)

五
条
坂
駐
車
場
を
上
る
タ
ク
シ
ー

に
占
め
る

U
タ
ー
ン
率

(%
)

(出典) NP調査結果 [五条坂駐車場前]
※駐車場前を上ってから1時間以内に下った車両をUターン車両と判定

Uターン率
+7%

■ Uターンした車両
■ 清水坂へ通過した車両

■細街路の抜け道利用

652 827

・すれ違い出来ない道路に
車両が多く流入し、トラブ
ルも多発。困っている。

沿道住民

清水タクシーのりば付近

463
(71％)

527
(64％)

189
(29％)

300
(36％)

東山五条

清水タクシー
のりば

五条坂から流入
93.7%

(出典) NP調査結果
期間：R6.11.23 昼間12時間計
N=1119トリップ

R6.11.23(土祝）
清水道

Uターン

細街路
細街路

細街路から流入
6.3%

29%

10%

36%

11%

4%
4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■清水地区への流入交通の車種構成比

府内自家用車
10%
(216台)

府外自家用車
27%
(533台)

レンタカー
5%
(98台)

業務
(貨物等)
7%

(153台)

公共(タクシー)
42%
(872台)

公共
(その他バス)

9%
(189台)

(出典) NP調査結果 R6.11.23 昼間12時間計
タクシーが最大
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２．交通阻害事象による渋滞
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観光バスの離合困難による渋滞

11

○狭隘な五条坂では、路肩に立つ電柱が阻害要因となり、観光バスの離合困難が発生。

MOVIE
松原通

至 

清
水
寺

東山五条 ：支障となる電柱箇所

電柱

離合空間

■支障となる電柱箇所とバス同士の離合困難イメージ

①離合空間の手前で一時停車

➁電柱を避け低速で通過

清水観光駐車場



観光バスの離合困難による渋滞
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○五条坂上りは、観光バスの離合回数が増加すると速度が低下し、特に顕著な時間帯では流率も低下。
〇交通量が増加しても速度は低下しないことから、渋滞要因は観光バスの離合困難による速度低下事象であると考えられる。

交通量が増加しても
速度低下しない

離合増 
 速度低下

顕著な速度低下
流率低下

(出典) 
バス離合回数、五条坂上り交通量：NP調査結果 [五条坂駐車場前]
五条坂上り平均速度：ETC2.0プローブデータ
期間：R6.11.21~12.8

■観光ピーク時の時間帯別バス離合発生回数と平均速度

離合増 所要時間増
流率低下

時間帯別 五条坂上り交通量(台)

■交通量とバス離合回数の五条坂上り速度への影響

バス離合発生回数 五条坂上り交通量 五条坂上り所要時間

■バス離合回数の算出方法 駐車場前

五条坂流入
15:03 15:09

14:55

五
条
坂
上
り
→

←
下
り

時間 →
15:10

15:05 15:10

離合発生

離合発生

五条坂流入 五条坂駐車場前
の2断面の観光バス通過時刻
より計算

時
間
帯
別

 バ
ス
離
合
回
数

(回
)



歩行者の交通阻害による渋滞
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○清水坂は、歩行者と自動車が混交状態であるほか、流出部である清水道交差点で横断歩行者による進路阻害が発生。
○歩行環境の安全性・快適性の面からも課題は大きい。

■清水道交差点における清水坂流出車両の阻害■歩行者と自動車の混交

歩行者との混交により、清水坂の速度低下

横断歩行者に阻害されることにより、
清水道交差点の捌け容量が低下

清水坂に車両が滞留し渋滞発生

←清水坂

滞留発生

横断歩行者
による阻害

（出典）現地調査結果，2024.11.8(金) 14時頃

（出典）現地調査結果，2024.11.23(土) 14時頃

（出典）現地調査結果，2024.11.30(土) 10時頃
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３．対策の方向性 （まとめ）
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渋滞要因を踏まえた駐車場対策の方向性（総括）

○渋滞要因等を踏まえ、うろつき車両を含む一般車の流入は減少し、周辺道路の混雑も一定緩和している。
〇他の渋滞要因による影響もあるが、一般車の流入抑制が渋滞緩和に少なからず寄与したと推察。
清水周辺駐車場の「満空情報の発信」や「事前予約制の導入」により、駐車需要を管理していくことが理想。

東
山
エ
リ
ア
の
渋
滞
要
因

うろつき車両を減らす

京都市・京都府警と連携し、
継続的に渋滞対策等の対応策を検討

観光バスの離合困難

歩行者による交通阻害

うろつき車両を含む
 観光目的の一般車

交通阻害事象を発生する
 観光バス

交通量が最も大きい
 タクシー

容量超過

阻害事象

＜対象とする車種と事象＞＜渋滞要因＞ ＜対策の方向性＞

今年度の結果
〇 駐車場を利用する可能性がある一般車は減少
（府外ナンバー自家用車，レンタカー）

〇 五条坂や清水坂、国道１号の混雑は改善傾向
 他の渋滞要因による影響もあるが、
一般車の流入抑制が渋滞緩和に少なからず寄与

清水周辺の駐車場一帯の
「満空状況の発信」と「事前予約制の導入」

により、駐車需要を管理していくことが理想



駐車場予約推進に向けた課題と今後の検討方針

〇事業継続にあたっての課題としては、「１.利用者数の増加」 と 「２.事業者の増加」 が必要。
利用者の拡大や参画事業者の拡充に向け、持続可能な予約の在り方等の検討を進める。

16
利用者の拡大や参画事業者の拡充に向け、持続可能な予約の在り方を検討

■事業継続にあたっての課題と対応策

【課題１．利用者の増加】
①予約サービスの認知・利用の拡大

 認知拡大に向けた有効なプロモーション施策
②サービスとしての利便性向上

 利用しやすい料金体系の見直し
 予約駐車場や予約枠の拡充
 ナビアプリや地図アプリとの連携

【課題２．参画事業者の増加】
③収益性の確保

 ビジネスとして持続可能な時間枠・料金の設定
 事業者の費用負担の軽減

④管理・運営の効率化
 不正駐車等を防止・抑制する仕組み
 予約管理を効率化するシステム改善

3,926 

311 
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

最大予約枠数 延べ予約件数

※予約枠数：期間中に予約できる最大予約数
 予約件数：2025.11.14～2025.2.13の予約実績合計

駐車場 駐車場数 台数
東山エリア全体（観光駐車場除く） 13 223
参画駐車場 4 61
参画駐車場の割合 31％ 27％

「１.利用者数の増加」 と 「２.事業者の増加」 が課題

■予約枠数に対する予約利用件数

■参画事業者の状況

7.9%



革新的なシステム統合で交通マネジメント

○ 予約・決済システム

〇 MaaS連携機能

〇 混雑情報可視化

〇 スタンプラリー

〇 電子クーポン

〇 屋内マップ

公共交通やパーク＆ライドの利用促進に資する施策 等

駐車場予約推進に向けた予約システムの方向性

17

○前述の「京都観光デジタルマップ」は、観光に必要な全てのサービスをワンストップで提供できる観光DXプラットフォーム。
〇あらゆる情報や機能を統合可能であり、予約・決済システムや他のサービスとの連携機能などを統合可能。
利用者の拡大や利便性向上に向けて、駐車場の満空発信や予約システムの統合・連携を検討。

（出典）Platinumaps（Boldright, Inc）HPより

観光ＤＸプラットフォーム
京都観光デジタルマップ～Kyoto Smart Navi～

京都国道事務所 京都市

民間事業者 その他関係機関

相互に連携しながら事業推進

予約・決済システムのイメージ

■ 事業実施体制

関係機関と連携してサービスを統合
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